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☆平成28年度意匠出願動向調査
　−地域別意匠登録と意匠関連施策との関係性に関する調査− ⑴

はじめに

　平成29年６月16日付の特許ニュースでは、平成28
年度特許・意匠出願動向調査について概要を紹介し、
前回までに高効率火力発電・発電用ガスタービン、
電池の試験及び状態検査等の５テーマについて詳細
に紹介しました。今回は、「意匠出願動向調査−地

域別意匠登録と意匠関連施策との関係性に関する調
査−」を紹介します。
　近年、我が国では、大都市部に資本、人材、産業、
文化等の経済活動に欠かせない要素が集中する傾
向が見られ、その一方で、地方に目を向けると経済
活動が停滞し過疎化や地域産業の衰退が深刻な課題
となっている例も多く見られます。政府は、各地域
がそれぞれの特徴を活かした自律的で持続的な社会
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を創生できるよう１、地域の課題に即した経済・産
業活性化のための各種施策を実施しているところで
あり、特許庁においても、経済・産業活性化を担う
産業財産権制度について、地域の産業の特性や利用
者のニーズに対応した施策立案が求められています。
一方でこれまでも、各地域では、デザイン振興施策
や意匠登録出願費用の補助等の施策（以下、意匠関
連施策）が行われてきましたが、地域の経済・産業
や出願人の知的財産活動に及ぼす影響等については
十分な因果関係が検証されていない状況です。そこ
で、本調査では、都道府県ごとの意匠登録動向を人
口・企業情報・産業規模等の基礎情報とあわせて調
査し、地域の特徴、利用者のニーズ及び課題等を把
握した上で、それらを各地域で実施されている意匠
関連施策に関する情報と照らし合わせることによっ

て、意匠登録動向とそれら施策との関係性について
分析を行いました。

１．47都道府県別意匠登録動向

（１）全体動向

図１に示すように、意匠登録件数を出願人居住
都道府県別にみると東京都が圧倒的に多く、東京
都、大阪府、神奈川県、愛知県、兵庫県の上位５
都道府県で全体の約８割を占めています。一方で、
岐阜県が７位、新潟県が10位にランクインしてお
り、必ずしも人口や企業者数等に比例して意匠登
録が行われているわけではないことがわかります。
なお、図２に示すように１出願人あたりの意匠登
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図２　１出願人あたりの意匠登録件数（2013年〜2015年（登録年）合計/出願人）


